
では，最初の問題に戻りましょう。
一番小さい円の半径をそれぞれの円の半径から引いた点と 2円を考えます。
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2つの小円 A，Bの相似中心をとり，2つの小円と辺 ABの交点 2点と点 Cを通る円をとり，相似中心とその
円の交点 Gを取る。その点 Gと，B，Cを通る円をとります。
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その円と小円 Bの 2つの交点を通る直線と，GCの交点を Hとする。Hを通り，円 Bに接線を引き，その接
点と C，Gを通る円を描き，その中心を Xとする。Xが求める点 Pである。
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